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2016年5月19日、呉信用金庫人づくりセンターにおいて、「油圧機器の基
礎、シリンダとメンテナンス～油圧シリンダの内部構造と構造原理とメンテ～
空圧基礎と保全、減圧弁とシリンダー」をテーマに行いました。同セミナーに
は5社11名の参加があり、油圧機器の基礎などを学びました。
はじめに油圧技術の基礎的な説明が行われました。小型でも強力なトル
クを発揮でき、低速制御をし易い油圧の長所や空気圧と比較しての短所
が紹介されました。油圧で動作する作動油も多くの種類があり、それに合
わせたパッキンの選択も重要です。
続いて油圧機器の構造を学びました。歯車、ベーン、ピストンの各ポンプを
はじめ、電磁切換弁、圧力制御弁、速度調整弁、方向制御弁の内部構造
や特徴、他機器との組み合わせ方法、回路構成が解説されました。
トラブルシューティングについては、主に油圧シリンダの保全上のポイント

が説明されました。油漏れの原因
としてはピストンロッドにキズ、打痕
等があったり、取付不良による無
理にな力のかかりなどで、ロッド
パッキンが摩耗、損傷していること
が多いということです。保全上の
ポイントとしては低速過ぎない速
度やゴミの侵入、計画どおりの負
荷値を守ることが重要です。
　後半は実際にシリンダを分解し
て内部構造の把握や実際にパッ
キンを交換するなど現場の業務
に即した実習が行われました
　参加者からは、「パッキンがダメ
になる原因がわかってとても勉強
になった」、「トラブルシューティン
グについて実際の破損写真が
載っており、わかりやすかったので
早速工場で確認してみようと思
う」、「交換やメンテナンスの判断
基準が明確になった」、「リングの
交換が練習できて良かった」など
の感想をいただきました。
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油圧機器はすきま
なく組み立てられ
ている箇所もある
ので、力が要り、
かつ慎重な作業も
必要になります

2016年5月19日㈭

カットモデルも展示され作動油の流れも分かりや
すく確認できました

講師の分解指導のもとシリンダを分解していき
ます


